
 

 

 

 
 
 
 

株式会社フジ・リテイリング フジグラン丸亀 
店長 家髙 大幸（いえたか ひろゆき） 

初めに我々の店舗紹介をいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
住  所 〒763-0092  

香川県丸亀市川西町南 1280 番地 1 
電話番号 0877-57-2411 
営業時間【食品館】9:00～22:00  

【生活館】9:00～21:00 
 ※一部の店舗によって営業時間を変更する
場合がございますので、 
詳しくは店舗にお問い合わせください。 
電動車両用充電器 普通 2 台 
 
 フジグラン丸亀は、1999（平成 11 年）7 月
1 日 香川県 1 号店として開店し、以来 23 年
間にわたり営業をさせていただいております。
現在、長引くコロナ禍による影響に加え、原材
料価格やエネルギーコストなどの上昇で家計

かがわ自主ぼう連絡協議会  

会報 第 184 号(2022. 7. 1) 

事務局 川西地区自主防災会 

フジグラン丸亀にて防災訓練を行いました 



への負担が増えています。フジでは、物流の効率化や商品・売場管理力の向上などさ
まざまな取り組みを進め、お買い求めいただきやすい価格を実現しています。 
 
 
 毎日のくらしに欠かせない食料品・日用品を『３つの安さ（お値打ち価格・得だ値
プライス・フジ創業 55 周年特別企画 プラスポイントセール）』でさらなる「安さの
追求」を図り、毎日のくらしを応援しています。フジは地域のくらしのお役に立ち、
豊かなくらしづくりへ貢献してまいります。そして、フジが「この街にあってよかっ
た。」と思っていただける店舗づくりに努めてまいります。 
 
 当店が地域に根差した営業活動に努める中、特に注力している取組としては、地元
自治会と協力した有事の際の安全・安心な施設運営です。近年発生する自然災害は大
規模化しており、私たちの命やくらしの脅威となっています。 

自然災害はいつ発生するか分からないため、普段から災害への備えが重要です。当
店は開店以来、地元自治会の協力のもと、毎年 1 回の合同防災訓練をさせていただい
ており、地域との関係作りや当店の災害対応力の向上を図る機会を作っていただいて
おります。 

フジは、普段のくらしのお役に立つことはもちろん、有事の際でも地域のくらしを
支え続けることのできる生活拠点としての役割も果たしてまいります。 
 
このたび実施した訓練内容を紹介します 
（１）訓練日時… 令和 4 年 5 月 19 日（木）10.00～10.30 
（２）訓練場所… フジグラン丸亀食品館 
（３）訓練参加者…店舗内お客様 約 120 人 地域自治会関係者 70 人 
         地元幼稚園児 25 名 川西地区自主防災会 15 名 
         フジ従業員 20 名 
（４）訓練想定… 午前 9 時 58 分南海トラフによる地震発生 
 
 
シェイクアウト状態   
（9.58～10.02） 
 
 
避難訓練の様子 
（10.03～10.07） 
 
 
 
 
 

店内の商品棚から多数の商品が落下、更に停電となって買い物客

の皆さん、その場でシェイクアウト状態、頭を保護するため、買い

物カゴで防御態勢をとった状態が続き、数分後、揺れが小さくなっ

たのを確認 

従業員の指示に従って、店外への避難行動。

余震が続いているため、頭を保護したまま

の状態での避難です。幼稚園児の皆さんは

まとまって、自主防災会の女性会員等に保

護されながらの避難です。 



店内でケガ人発見、搬送 
（10.05～10.11） 
 
 
 
救護所にて応急措置 
（10.11～10.20） 
 
 
 
 
 
 
消火訓練 
（10.10～10.15） 
 
 
 
 
 
訓練参加者へのあいさつ 10.25～10.30 

指定避難場所に集合した訓練参加者 約 100 人
に対して訓練参加のお礼とフジグラン丸亀の従業
員の動きに対する反省点などについて店長家髙よ
り挨拶しました。 
 
川西地区自主防災会 会長（岩崎）より、今後に対
する取組みについてのコメントをいただきました。 
 
・参加しているフジ従業員の皆様、もっと大きい声

で提示・お願いをする。 
 
・避難路が訓練する都度、若干変更されていること、

社員が変っても一番危険度の少ないコースを徹
底させる訓練が必要である。 

 
・本年度から年間 2 回実施するという積極性は大いに評価できる。 
 

以上 

フジ従業員 防災班による避難後の店内巡回によって、倒

れた商品棚にはさまれている「お客様」を発見。応援要請も

含め、店長に報告。かけつけた従業員仲間とともに救出し、

担架に乗せて店外の救護所へ搬送。 

今回の訓練では救護所に日本赤十字

香川県支部より専任の隊員が対応し

ており、応急措置をほどこしてもらっ

た。 

店内巡回班より、パン工房からの出火を発見。ただちにフジ自衛消火班へ連絡。消火班

はただちに設置されている「消火栓」から消火ホースを火元まで伸ばし、消火態勢まで

の確認を行なった。 



   事務局だより               令和４年 ７月 

 

今月は他組織のお話です。 

 

 

 

皆さん猛暑が続いておりますが、体調はいかがですか、暑さにまけず頑張りましょう。 

さて、この時期各組織の「総会」が開催され、事務局体制が確立されている組織は総会

当日を仕切っておれば良いのですが、資料すべて準備しないといけない組織は大変で

す。組織の宣伝もかね、紹介したいと思います。 

 

〇〇税務署管内納税貯蓄組合連合会 

 

香川県内に 6つの税務署が設置され、その関係団体です。歴史をまず紹介します。 

昭和 26 年、各市・町の税務課の関係団体として「納税貯蓄組合」が発足。 

国及び地方財政への協力団体として租税の納期内納付活動を始め、納税道義の高揚に

関わる諸活動を展開。 

 

丸亀ベースだと平成 15 年まで、しっかりとした事務局体制で取組みを行なっておりま

した。 

 

平成 11 年に横浜地裁において違法判決。 

要するに、税金の納付を自治会長や商工会役員にゆだね、早期納付に対して、奨励金制

度があって、自治会や商工会組織の活動財源となっておりました。市・町をとりまとめ

る事務局にも運営資金があって組織活動に活気がありました。 

この奨励金制度に違法判決が出され、その後の活動実体は、私が説明しなくても想像で

きるでしょう。 

全国的にみると、四国、東北を除いて、何とか活路を見いだしているのが実状です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            女性部会活動の様子  

とある納税貯蓄組合連合会のお話 



私がお預かりしている丸亀税務署管内も運営資金が枯渇、組織は 20 年前と同じ、超高

齢化、70 年続いてきた組織を消滅させるのは簡単ですが、持ち前の気力が許されるこ

となく、１年ほど前から再建策を考えてきた中間発表ですが、、、 

 

運営資金は校区連合自治会を特別会員として会費を徴収 

併せて市・町からの助成金 

組織の見直し  

女性部を新設。現在 13 名によって活動。 

本年 10 月 1 日に青年部を新設、10～15 名にて活動予定。 

活動の見える化 ・大型商業施設と連携して、「納貯展」の開催 

        ・活動の節目はマスコミ報道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            女性部会活動の様子 

 

最後に私の担当エリア、2市（丸亀、善通寺）、3町（多度津、琴平、まんのう）です。

数年後、青年部 or 女性部リーダーに後を託す予定です。       （文責 岩﨑） 

以上 

 

 

 

 

 

  編集後記 

７月の防災減災の輪は、フジグラン丸亀 家髙店長様の原稿を掲載させていただきま

した。ありがとうございました。 


